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14日（火）・15日（水）に１年生の集団宿泊学習が県立南薩少年

自然の家で行われました。みんなで協力しあい各活動を通して学び

を深めることができました。今回学んだことを今後の学級づくりや

来年の修学旅行に生かしていきましょう。 

 

 

 

 ２日（日） ＰＴＡ親子奉仕作業予備日   
 ４日（火） ３年高校説明会⑤⑥ 
       内科検診２年 
 ５日（水） ３年高校説明会⑤⑥ 

プール授業開始（～７／12） 
 ６日（木） ＳＣ来校（午前） 
７日（金） 内科検診３年 

 ８日（土） 土曜授業 校内弁論大会 黒潮相撲大会 
１０日（月） 市教委訪問 中体連推戴式（全校集会）６校時カット 
１１日（火） 地区総体（～13日）給食なし(11･12日) 

５･６校時カット 
１３日 (木)   テスト前部活停止（～24日） ＰＴＡ理事会 
１４日（金） 地区総体(予備日) 
１５日（土） 青少年育成の日  
１６日（日） 家庭の日 
１７日（月） ６校時カット 
２０日（木） 期末テスト①（１～３校時） ５・６校時カット 
２１日（金） 期末テスト②（１～３校時） ５・６校時カット 
       立神きずなの日 
２４日（月） 期末テスト③（１～３校時） ５・６校時カット 
２７日（木） ＳＣ来校（午後），ＡＬＴ来校 
２８日（金） 授業参観（５校時） 学年・学級ＰＴＡ 

 ６校時カット 
地区総体と期末テストに向けて，自分のベストを尽くそう！   

  

１年集団宿泊学習 

 

６月の主な行事等 

 
 
 14日（火）から16日（木）まで３年生は枕崎市内の各事業所で職
場体験学習を行いました。医療・飲食・教育・小売・宿泊・消防・製
造・公共施設など14事業所でそれぞれの仕事に汗を流しました。 
 今回の貴重な経験を自身の職業観や進路選択に生かしていきまし
ょう。今回ご協力いただいた各事業所の皆様，ありがとうございまし
た。今後ともよろしくお願いします。 

３年職場体験学習 

 

 

 13日（月）から15日（水）まで，２年生が福岡・長崎・佐賀・熊

本へ２泊３日の修学旅行に行きました。好天に恵まれ，充実した楽

しい思い出を作ることができたようです。 

 修学旅行に関わってくれた全ての人に感謝の気持ちを忘れず，今

後の学級や仲間づくりに生かしていきましょう。 

                

２年修学旅行 

 第８回南薩地区中学校女子バレーボール春季大会  第２位 
 第31回南薩地区バドミントン大会  

女子Ｂ級シングルス      園田陽南             準優勝  
女子Ｂ級ダブルス        園田陽南・宮崎喜衣   優勝 

    男子Ｂ級ダブルス        園田文太・茶園梗介   準優勝 
 第52回鹿児島県中学生バドミントン大会  

男子Ｂ級シングルス      茶園梗介             第３位 
男子Ｂ級ダブルス        園田文太・茶園梗介   準優勝   

入賞おめでとうございます 

「当たり前」の基準 
        校長  大野 暁   

 

 令和６年度も２か月が過ぎようとしています。この間，大きな事故やけが

等がなかったことに感謝いたします。お子様は新学年の生活に慣れてきたで

しょうか。何か気がかりなことや心配なことなどがありましたら，いつでも

遠慮なく学校へご相談ください。 

 さて，本年度に入り立神中の生徒の様子や雰囲気が大きく変わったと感じ

ています。昨年度からすると欠席をする生徒が少なくなりました。1年生を

中心に８時より前に登校する生徒が増えました。登校後も８時１０分過ぎに

はどの学年も静かに朝読書をしています。全校朝会などがある時には，多く

の先生たちが来る前に集合ができています。授業中の私語が少なくなり，ど

の教科でもスムーズに授業が進んでいます。４校時が終わった後の給食準備

も早くなり，給食を食べる時間が長くとれるようになりました。また，掃除

の時間もほぼすべての生徒がしっかりと取り組んでいる状況です。 

  ５月１３日から行われた修学旅行・宿泊学習・職場体験学習でも外部の

方々から「立神中生はしっかりしている」という声をいただき，大変喜んで

いるところです。 

 本年度の立神中生はオンとオフの切り替えがしっかりとできていて，学校

全体の雰囲気が高まったと感じています。今の立神中の状態が「当たり前」

となり，ここからさらに「当たり前」の基準を高めていきたいと感じます。 

 さて，この「当たり前」の基準は，どの人も同じようにもっているもので

しょうか。テレビ等で，その地域では「当たり前」と誰もが思っていたこと

が他の地域の人からすると，とても特別に感じるといった内容の番組を多く

見かけます。やはり「当たり前」という感覚は人それぞれのものであり，自

分の「当たり前」はみんなの「当たり前」ではないと考えたほうがよさそう

です。 

 私自身は立神中の良い方向での変化をたくさん感じているところですが，

他の人たちの中には「もっとしっかりしてほしい，がんばってほしい」と感

じている人もいることを肝に銘じて，現状の自己満足で終わらないようにし

たいと思います。 

 「現状維持は後退と同じ」という言葉もあります。立神中では生徒・職員

一人一人の「当たり前」の基準を上げていくために，日々の教育活動や生徒

への支援を工夫していきます。 


